
これまで実施したリスクアセスメント等に基づく
対応について（地域への被害の可能性がある事象）

資料４－２平成30年9月28日
第20回地域連絡協議会
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地域への被害の可能性がある事象の検討

このうち、病原体がBSL-4実験室外へ出るおそれがある事象
（109項⽬）を整理（詳細に説明して欲しいとの神⽥、⽝塚両委員からの要望）

重⼤な事象の発⽣パターン（169項⽬）

実験室 隣接する室
ウイルス

このうち、地域への被害が⽣じる（病原体がBSL-4施設外へ
出る）可能性のある事象を検証（神⽥委員からの指摘）

参考資料参照
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BSL-4実験室外へ病原体が出るおそれがある事象

② 実験室に隣接する室の汚染
（実験室外での感染のおそれ）

④ 病原体の意図的な持ち出し

⑤ 動物の逸⾛

③ 汚染物（病原体）の実験室外への搬出

① 実験室内での実験者の感染
ウイルス

実験室で

実験室の
隣室で

実験室の隣室で

実験室で

実験室で 飼育ケージ

滅菌袋

それぞれの事象が発⽣した際の対応は、パターンごとに同様となります

以下のパターンに分類できます
海外のBSL-4施設
で事例あり
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① 実験室内での実験者の感染

BSL-4実験室

更⾐室スーツ室

実験者の病原体ばく露

速やかに報告

経過観察
感染の有無を確認

直ちに
⼤学病院へ ⼤学病院へ連絡

応急処置

感染していないことがわかるまでは隔離⼊院（最低2週間）

注射針を刺す 防護服が破損 動物にかまれる

地域へ速やかに公表・対応

海外のBSL-4施設で事例あり

2⼈で作業の
安全を確認

マニュアル
の整備

教育訓練
の徹底
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BSL-4実験室

更⾐室スーツ室

② 実験室に隣接する室の汚染

防護服の不⼗分な除染

防護服を着ていない⼈の病原体ばく露

実験室内空気の直接流出

毎⽇の健康観察
健康状態の申告
定期的な健康診断

⼤学病院で経過観察
感染の有無を確認

明らかなばく露があった場合

万が⼀異常
があった場合

ばく露の可能性が低い場合

アラームの設置

マニュアルの徹底

感染していないことがわかるまでは隔離⼊院（最低2週間）

地域へ速やかに公表・対応

インターロックドア

海外のBSL-4施設で事例なし
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③ 汚染物(病原体)の実験室外への搬出
洗浄室

BSL-4実験室
BSL-4実験室

更⾐室
スーツ室滅菌確認室

サンプルの
不活化処理

薬液洗浄

安全確認ができるまで、搬出物を、滅菌確認室・スーツ室から出さない。
異常があったら、実験室に戻し、再度、滅菌・不活化処理を⾏う。

処理⽅法
の確認

滅菌の確認 機器の
メンテナンス

不⼗分な不活化のままスーツ室へ搬出
処理時間が短い 間違った処理条件 薬液処理

の不備

機器の
メンテナンス

滅菌済

万が⼀、不⼗分な滅菌・不活化のまま施設外へ出た場合、地域へ速やかに公表・対応

海外のBSL-4施設で事例なし

⾼圧蒸気滅菌

不⼗分な滅菌物が滅菌確認室へ搬出
滅菌が確認
されない

滅菌装置
のエラー

間違った滅菌条件
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④ 病原体の意図的な持ち出し

BSL-4実験室

更⾐室スーツ室

フェンス

カメラ

施設の外部者に対して 施設の内部者に対して

直ちに警察に通報。実験中⽌。実験室、施設の封鎖・⽴ち⼊り禁⽌措置。

施錠
施錠

施錠 施錠

監視カメラ 認証システム 警報装置 警備員
カメラ 認証システム

相互確認 管理・監視
メンタル
ヘルス

不審者が侵⼊ 建物の破壊 不審な動き 情報の漏えい 異常な⾏動無許可者の⼊室

海外のBSL-4施設で事例なし

部外者による病原体の盗難のおそれ 病原体の盗取、紛失のおそれ
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地域へ速やかに公表・対応



⑤ 動物の逸⾛
洗浄室 更⾐室

スーツ室滅菌確認室

密閉された構造
動物が⼊る配管
やすきまはない

多重のドア
気づかれずに
出ることはない

BSL-4実験室

BSL-4実験室

実験室内で動物が逸⾛、所在不明
動物の逸⾛ 所在不明、記録の不備

動物の状態・匹数
を、毎⽇確認する

動物を捕まえるまでは、部屋のドアを開けない
実験を中⽌。実験室の⽴ち⼊り禁⽌。動物の⾏⽅を追う。

5匹？

万が⼀、動物が施設の外へ出た場合、地域へ速やかに公表・対応

ねずみ返し

海外のBSL-4施設で事例なし

インターロックドア
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BSL-4施設外へ病原体が出るおそれが最も⾼いのは

実験者を病原体のばく露から守る対策が、
施設外へ病原体が出ることを防ぐ最も重要な対策

実験室 隣接する室
病原体が⼈を介して
施設外に出るおそれ

防護服を着ていない⼈が、
病原体にばく露（事例はない）

実験者が
病原体にばく露

家族などに2次
感染のおそれ
（事例はない）

⻑崎⼤学BSL-4施設における安全確保の基本

BSL-4施設

実験者が病原体に感染し、⼈を介して施設外に出る可能性
（① 実験室内での実験者の感染、 ② 実験室に隣接する室の汚染のパターン）

誤った取扱いにより、
隣室が汚染される

（海外で事例あり）

隔離⼊院
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地域への被害が発⽣した場合の地域への対応

近隣住⺠へ、事態、状況、対策などの情報を速やかに報告
（具体の対応案は、資料4－3の「緊急時対応の全体像」の4．において明記）

実験者が病原体にばく露した場合、
ばく露した実験者が施設外で他の⼈に接触した場合、など

地域へ被害が及ぶ可能性が⽣じた場合

ウイルス
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＜参考＞
重⼤な事象（169項⽬）のうち、
病原体がBSL-4実験室外へ出るおそれが
ある事象（109項⽬）のパターン分け
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⾮常⼝

実験室
出⼊⼝

洗浄室

BSL-4区域

前室

スーツ室（2）実験室⼊室
②スーツ室

薬液
シャワー室

BSL-4実験室
（細胞）

BSL-4実験室
（動物）

滅菌確認室

病原体保管庫

（5）実験（細胞室）

（7）滅菌

（1）全般的事項

（2）実験室⼊室①前室

（2）実験室⼊室
③薬液シャワー室

（3）実験室⼊室後
の実験準備

（8）清掃、後⽚付け

（6）実験動物を⽤いた実験

（4）病原体の出⼊庫

（9）実験室退室
①薬液シャワー室

（9）実験室退室
②スーツ室

（10）実験室退室後
①個⼈シャワー室

（10）退室後の後始末②後始末

（11）洗浄（滅菌確認
室及び洗浄室関係）

重⼤な事象の発⽣パターンの検証（169項⽬）
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④ 病原体の意図的な持ち出し

④ 病原体の意図的な持ち出し

② 実験室に隣接する室の汚染

① 実験室内での実験者の感染

② 実験室に隣接する室の汚染

② 実験室に隣接する室の汚染

①、②：病原体が⼈を介して施設外に出る可能性のある事象13



④ 病原体の意図的な持ち出し

② 実験室に隣接する室の汚染

① 実験室内での実験者の感染

② 実験室に隣接する室の汚染
① 実験室内での実験者の感染

①、②：病原体が⼈を介して施設外に出る可能性のある事象14



① 実験室内での実験者の感染

④ 病原体の意図的な持ち出し

① 実験室内での実験者の感染

① 実験室内での実験者の感染

② 実験室に隣接する室の汚染

①、②：病原体が⼈を介して施設外に出る可能性のある事象

② 実験室に隣接する室の汚染
④ 病原体の意図的な持ち出し
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① 実験室内での実験者の感染

② 実験室に隣接する室の汚染

① 実験室内での実験者の感染

③ 汚染物の実験室外への搬出

② 実験室に隣接する室の汚染

② 実験室に隣接する室の汚染

①、②：病原体が⼈を介して施設外に出る可能性のある事象

⑤ 動物の逸⾛
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② 実験室に隣接する室の汚染

① 実験室内での実験者の感染

①、②：病原体が⼈を介して施設外に出る可能性のある事象 17



③ 汚染物の実験室外への搬出

③ 汚染物の実験室外への搬出

①、②：病原体が⼈を介して施設外に出る可能性のある事象
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